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荒
川
清
秀
著

中
国
語
を
歩
く 

─
─
辞
書
と
街
角
の
考
現
学 

パ
ー
ト
２

〈
東
方
書
店
、
二
〇
一
四
年
六
月
、
三
一
二
頁
〉

　
一
九
六
六
年
、
文
化
大
革
命
開
始
当
初
に

お
け
る
紅
衛
兵
の
躍
動
に
は
、
隣
国
の
同
世

代
の
一
人
と
し
て
一
種
の
感
動
す
ら
覚
え

た
。
早
速
、
彼
ら
が
手
に
持
つ
『
毛
主
席
語

録
』
を
入
手
し
、
学
び
た
て
の
中
国
語
で
大

声
を
張
り
あ
げ
る
。
た
ど
た
ど
し
い
な
が
ら

も
、
時
に
何
や
ら
紅
衛
兵
に
な
っ
た
気
分
に

浸
れ
る
か
ら
不
思
議
だ
。
ナ
ン
セ
ン
ス
と
い

わ
れ
よ
う
と
も
、
至
福
の
一
刻
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
冷
静
に
な
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
言

葉
が
紡
ぎ
だ
す
思
考
は
い
つ
し
か
『
毛
主
席

語
録
』
の
一
句
一
節
に
絡
め
取
ら
れ
、
タ
ガ

が
嵌
め
ら
れ
、
そ
の
外
に
飛
び
出
す
こ
と
は

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
想
像
す
る
に
、

毛
沢
東
時
代
の
中
国
人
の
思
考
は
、
ど
の
よ

う
に
過
激
を
装
う
と
も
、『
毛
主
席
語
録
』
の

内
側
で
堂
々
巡
り
を
し
て
い
た
に
違
い
な

い
。言
葉
の
持
つ
霊
力
と
い
っ
て
お
こ
う
か
。

　
時
は
移
り
、
開
放
と
経
済
成
長
最
優
先
の

時
代
に
突
入
す
る
。
日
常
生
活
か
ら
“
赤
い

表
紙
の
宝
典
”
が
消
え
去
り
、
中
国
人
は
毛

沢
東
思
想
の
軛
か
ら
解
き
放
た
れ
た
。
改

革
・
開
放
の
波
が
言
葉
の
世
界
に
も
怒
濤
と

な
っ
て
押
し
寄
せ
、
中
国
語
表
現
に
劇
的
な

変
化
が
生
ま
れ
る
。
同
時
に
台
湾
、
香
港
、

東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
会
と
中
国
と
の
間
の

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
遮
っ
て
い
た
壁
が
取

り
払
わ
れ
る
や
、
中
国
語
も
ま
た
激
し
く
相

互
乗
り
入
れ
を
は
じ
め
た
。
孫
悟
空
が
天
界

で
大
暴
れ
す
る
京
劇
演
目
の
「
孫
悟
空
大

閙
乾
坤
」
に
倣
う
な
ら
、
ま
さ
に
「
中
国
語

大お
お
い
に
ち
ゅ
う
か
け
ん
を
さ
わ
が
す

閙
大
中
華
圏
」
と
い
っ
た
情
況
だ
。

　
天
界
の
最
高
神
で
あ
る
玉
皇
で
す
ら
、
ひ

と
た
び
孫
悟
空
が
暴
れ
出
す
や
取
り
押
さ
え

鎮
め
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。
対
す
る
著
者

の
荒
川
氏
は
、
現
在
の
中
国
と
そ
の
周
辺
世

界
で
一
瞬
の
休
む
間
も
な
く
千
変
万
化
し
迸

る
中
国
語
を
、
い
と
も
容
易
く
整
理
し
、
解

説
を
加
え
、
我
々
の
目
の
前
に
示
し
て
く
れ

る
う
え
に
、
そ
の
故
事
来
歴
ま
で
教
え
て
く

れ
る
の
だ
か
ら
、有
難
い
こ
と
こ
の
上
な
い
。

　
た
と
え
ば
動
く
歩
道
を
表
す
「
行
走
道
」

と
「
站
立
道
」
の
違
い
に
つ
い
て
、「“
行
走

道
”
と
は
「
歩
く
道
」
の
こ
と
。
こ
こ
で
の

“
行
走
”
は
「
歩
く
」
こ
と
で
、
こ
れ
を
逆

に
し
た
日
本
語
の
「
走
行
」の
「
走
」が
「
走

る
」の
と
は
異
な
る
。“
站
立
道
”は
、
現
代

語
に
お
け
る
「
立
つ
」
の
“
站
”
と
古
典
語

で
の
「
立
つ
」│
│“
立
”
が
合
わ
さ
っ
て
書

き
こ
と
ば
を
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
」。
こ

れ
だ
け
で
は
な
い
。「
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の

立
ち
位
置
」
の
地
域
別
の
違
い
に
も
目
配
り

を
怠
ら
ず
、「
歩
く
歩
道
も
、
や
は
り
“
站

立
道
”は
右
、“
行
走
道
”
は
左
で
あ
る
」
と
。

　
ま
た
最
近
出
版
さ
れ
た
『
全
球
華
語
詞

典
』
や
『
全
球
華
語
新
詞
語
詞
典
』
な
ど
繙

き
な
が
ら
、
大
中
華
圏
に
お
け
る
各
国
・
地

域
の
違
い
を
、
言
葉
の
異
同
を
通
じ
て
鮮
や

か
に
描
き
出
し
て
い
る
。

　
巻
末
に
付
さ
れ
た
著
者
を
含
む
三
人
の
専

門
家
に
よ
る
丁
々
発
止
の
対
談
は
、
言
語
表

現
と
現
実
世
界
の
複
雑
微
妙
な
関
係
を
鮮
や

か
に
生
き
生
き
と
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
。

　
中
国
語
学
の
門
外
漢
に
と
っ
て
、
こ
の
上

な
い
贈
り
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

い
え
る
だ
ろ
う
。 

（
樋
泉
克
夫
）


